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日本における強力電波兵器開発計画の系譜
－戦時下の「殺人光線」に関する検討－

永瀬ライマー桂子

河村 豊
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１．まえがき

静岡県島田市にある大井川沿いの通称「牛

尾山」の開削工事が，2012 年 9 月に開始さ

れ，その途中で，旧海軍島田実験所に関わる

施設（牛尾実験所）の遺構の一部がはっきり

と姿を現した．敗戦直後に作成された『引渡

目録』（昭和二十年八月三十一日現在 引渡

目録 （施設）大阪警備府管区第二海軍技術

廠島田実験所，C08011010700）にも記載さ

れていない，高さ４メートルほどの台形のコ

ンクリート製台座 2本が確認された．今後の

遺跡発掘調査によっては戦時中に旧海軍が行

った強力電波兵器（「Ｚ装置」計画あるいは

「殺人光線」計画）のより詳細な実態が明ら

かになる可能性がでてきた．１）

本稿では，旧海軍の島田実験所や牛尾実験

所において開発が進められた「強力電波兵器」

がどのような意図で開発されていたのかを検

討する前提として，旧日本陸軍における，「怪

力線」（「く」号研究）など，「殺人光線」開

発に関わる系譜を，主に「決戦兵器」，「新

兵器」，「戦況挽回兵器」などの軍戦備計画

に関わる系譜から，追ってみたい．２）

２．「殺人光線」という発想

強力な電波を照射することによって，相手

に軍事上の効果をもたらす兵器を，ここでは

広義の概念として「殺人光線」と表現してお

く．まず，こうした「殺人光線」という発想

がどこから生まれたかについて，いくつかの

事例を見ておきたい．

電磁波兵器として考案された「殺人光線」

のアイデアは，第二次世界大戦期に突然現れ

たわけではなく，それ以前から存在していた．

すでに 1924 年，イギリスのグリンデル＝

マシュー（ Harry Grindell-Matthews： 1880-

1941）は，電磁波を出す発振装置によって，

ねずみを殺し，火薬を点火し，数メートル離

れたところにある内燃機関の動きを止めるこ

とができる，と発表した．この発表は軍や政

治家の興味を引くことになったが，実験をさ

せたところ，何の効果もなかったという．３）

1934 年には，テスラ（ Nikola Tesla：

1856-1943）の「電磁波兵器」がアメリカの
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新聞の見出しになった．400km 先にある飛行

機を破壊することができるというこの兵器

は，バンデグラフ（Van-de-Graaf）型高電圧

発生器に類似する装置であることから，大き

な破壊力を実現することは不可能だった．４）

この２人のアイデアは，学界からは評価さ

れなかったが，「電磁波兵器」というアイデ

アから，サイエンス・フィクションがいくつ

も誕生し，やがて実社会へも影響力を持つこ

とになった．５）

イギリスでは，1935 年 1 月，防空対策を

検討していた空軍省科学部長ウィンペリス

（Harry Egerton Wimperis ：1876-1960）が，

国立物理研究所無線部長のワトソン-ワット

（Sir Robert Alexander Watson-Watt：1892-

1973）に，電波を利用した「殺人光線」（death

rays）の可能性を尋ねたことはよく知られて

いる．６） Watson-Watt は，殺人光線の実現が

不可能であるとした上で，敵航空機の探知は

可能であると答えた．これをきっかけにイギ

リスは，電波を使った攻撃兵器でははく，防

衛兵器としてのレーダー研究に本腰を入れる

ことになった．７）

一方，ドイツでは，電磁波で物や人を破壊

する兵器実現をめざすプロジェクトが，第二

次世界大戦の半ば以降から軍の援助を受けて

動き始めた．1943 年ころになって，電磁波

を利用するような兵器開発プロジェクトが立

ち上げられた理由は，一つには，1930 年代

に加速器や電波発振機の開発が進んだことが

ある．これらの機器を利用すれば，エネルギ

ーの強い電磁波を発振することができるとい

う「技術的可能性」が，計画実施の根拠とな

った．もう一つには，この時期になると，ド

イツ側の戦況が悪化し，戦局を一変させるよ

うな，通常兵器を超えた「秘密兵器」の登場

が望まれていたことにある．こうしてドイツ

では，いくつかの「強力電磁波兵器」が構想

・開発されることになったと考えられる．

まず，ドイツの物理学者で X 線専門家の

シーボルト（Ernst Schiebold：1894-1963）は，X

線を利用した「レントゲン大砲」（殺人光線）

を 1943 年 4 月に構想した．専門家の間では

実現不可能であるとみなされたが，このアイ

デアは，空軍元帥のミルヒ（Erhard Milch：

1892-1972）の耳に届き，シーボルトは機密

下で特別任務が与えられた．X 線発生には，

ベータトロンが使われが，出力が小さいため

にプロジェクトはまもなく中止された．８）

同じ X 線を利用した「殺人光線」は，ガ

ンス（Richard Martin Gans：1880-1954）とシ

ュメレンマイエル（Hans Schmellenmeier：

1909-94）によっても構想され，「帝国研究協

議会」（RFR：Reichsforschungsrat）から援助

を受けたようである．９）

三つ目の「殺人光線」計画は，「ハドゥブ

ラント」（Hadubrand）と呼ばれたもので，帝

国空軍（RLM：Reichsluftfahrtministerium）か

ら支援された．これは波長の非常に短い電波

に，「強度増幅束」（intensitätsstarker Bündel）

なるものを使って，爆撃機を爆破させようと

いうものだった．この計画にはスイス人の工

業物理学者デーレンバッハ（Walter Dällenbach

：1892-1990）が関与しており，彼の目的は，

彼が発明した空洞共振器を利用した加速器開

発にあったため，兵器としての開発は進まな

かったようである．１０）

このように，1930 年代から第二次大戦期

には，アメリカ，イギリス，ドイツにおいて，

高電圧，高出力の電力技術や実験装置の登場

を背景に，強力電磁波（Ｘ線や電波）を利用

した，いわゆる「殺人光線」の開発構想およ

び計画が存在していた．しかし，これらの計

画が本格的に実施されたことを示す資料は確

認されていない．

海外での「殺人光線」開発の動きに比べる

と，日本のそれは，かなり異なった経緯をた

どり，本格的な実施に向かうことになる．

３．日本における「殺人光線」開発の系譜

（１）陸軍科学研究所の動き

日本では，八木・宇田アンテナで有名な八
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木秀次（1886-1976）が，1926 年 12 月に陸軍

科学研究所（1919 年設立）で「所謂殺人光

線の概念」というタイトルの講演を行ったこ

とに，「殺人光線」計画の一つの起源がある．

まず，講演の目的を次のように説明してい

る（ひらがな書きに直して引用した）．１１）

「俗に殺人光線又は死光線なるものがあっ

て奇怪なる作用を為すと伝へられ，東北大学

では之を研究して居ると伝えられたこともあ

る．実際はまだ具体的の研究を始めて居ら

ぬ」．また，「外国ではどうして居るかと謂

ふ事も充分調べては居ないのであってむしろ

当所の石井中佐などから在外中の所見を教へ

られる次第である．」と前置きを述べ，「色

々の意見を聞くことができたならば今後の研

究に便する｛所｝があろうと思って目下の自

分の判断を陳べるのである」と講演の目的を

明らかにしている．｛ ｝は判読困難カ所．

講演の中では，電磁波の軍事利用の方向と

して，自動車，飛行機等の運転操縦を妨害す

ること，生物を殺傷すること，遠方にある火

薬を爆発せしめること，大気中に電導性ガス

柱を作ること，の４つに分けて「殺人光線」

の可能性を論じている．例えば，マイクロ波

の熱作用については，「赤外線近く｛長い波

長のことか｝はまだ十分に研究されていない

が，人間組織の細胞が激しく活発になり殺さ

れたりするかもしれない」．あるいは，「現

在のわれ等の知識において怪力線について幾

分研究の見込みがあると思われるのは 短い

電波の事｛極超短波のことか｝でありまして，

かつその作用として生物組織に対する事がら

はまだ未知の事に属しますから，差し当たり

現実し得るのは マグネト回路｛飛行機や自

動車エンジン用の永久磁石発電機に含まれる

電気回路のこと｝に対する妨害作用のみであ

ります」というように，可能性に言及してい

る．｛ ｝は引用者注．

しかし結論としては，「未知な部分が多く，

このような電磁波を十分大きく発生すること

ができない」，さらに「これを防御するのは

容易であります．かくして近き将来において

怪力線と名付くべきほどのものが得られると

は未だ信じられない」と否定的な結論で結ん

でいる．１２）

八木の講演では，海外における「殺人光線」

の研究として，「英のマシウス氏｛前述のマ

シューのことと思われる｝，仏のエノック氏，

伊のウリビ氏その他の国々」の研究があるも

のの，「何ら科学的に学界に発表」されてい

ないと説明している．１３） ｛ ｝は引用者注．

八木は否定的な結論を述べたが，1926 年

の時点で，陸軍科学研究所が八木に話をさせ

たことに，陸軍側の「殺人光線」への興味の

存在を見ることができる．もちろん，陸軍側

および八木が「殺人光線」研究について公に

議論したことは，この兵器の可能性の低さを

示していることになる．公表するようでは「秘

密兵器」にならないからである．とすれば，

この時期に八木や陸軍が「殺人光線」に関心

を示した１つの理由は，海外において「殺人

光線」が話題になっており，そこに何らかの

興味（欧米の最新技術への興味など）を感じ

て，関連する研究動向を入手し，情報交換を

することにあったと見ることができる．

（２）海軍技術研究所電気研究部の動き

八木が前述の講演の中で「見込みがあると

思われる」とした「短い電波」については，

その後，海軍において系統的な調査が行われ

ることになる．調査の直接のきっかけは戦艦

における暴発事故で，弾発射に関わる電気回

路への短波による誘発効果がその原因の１つ

として疑われたことにある（調査訓令，艦本

機密第 1841号）．こうした疑いの背景には，

前述のマシューやテスラ等の海外での「殺人

光線」を巡る言説があったと推測できる．

爆発事故の調査を担当したのは，後に海軍

での「大出力電波兵器」開発を担当すること

になった伊藤庸二（当時，海軍造兵大尉：

1901-55）であった．彼が中心となって，1931

年 3 月から 1932 年 2 月にかけて「短波電磁

波の発砲電路への誘導」，「短波無線送信に
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依る影響の実験研究」など，合計６本の調査

報告が出された．

最終的には，「注意と考慮とを怠らざると

きは危惧すべき災害を防止し得ると認む」と

の結論が認められ，この問題での幕引きに成

功した．１４）

ただし，その後の電波利用の攻撃的な兵器

開発には，ここでの調査結果が，何らかの影

響を与えたのではないかと推測できる．

（３）「殺人光線」を描いた読み物

実際の兵器開発計画に直接には結びつかな

いものの，日本の一般民衆が「殺人光線」に

ついての具体的なイメージを持つきっかけ

は，「小説」や「科学読み物」が提供してい

たと考えられる．

1938 年 9 月に刊行された海野十三の短編

小説「殺人光線」では，某国の「特別科学研

究所」の所長・ 轟 博士が，Ａ型殺人光線の
とどろき

照射実験を行う場面が描かれている．20 セ

ンチ以下の波長を用いた，「無線の器械と探

照灯とを組み合わせた異様な機械」で，そこ

から照射された何らかの光線によって，人間

は一瞬にして「黒焦げ」となる．１５)

1940 年には，フランス人セイデウィツと

ドベラーの『驚異の新兵器殺人光線』（邦訳）

の中で，ドイツにおける「殺人光線」の研究

や，「レナルド殺人光線」，「爆発光線」，「眩

惑光線」などが紹介されている．１６) また，

同年刊行の松平道夫『近代科学戦』では，電

気応用兵器としての殺人光線や，放射線応用

の怪力線などが紹介されている．１７)

その他には，1941年刊行の，レーイン（黒

川武敏訳）『本当に殺人光線があるか』，お

よび 竹内時男「殺人光線（怪力線）とは何

か」（『新兵器と科学戦』）などがある．１８)

こうした読み物を通して，「殺人光線」と

いう架空の新兵器について，現実感を持った

具体的なイメージが作りあげられ，開発に成

功したならば，戦況を有利に展開できるとの

期待を当時の人々に与える役割を果たしたと

考えられる．

４．日本における「殺人光線」開発の本格化

日本の軍部が，本格的に「殺人光線」の開

発を行うようになったのは 1930 年代半ばか

らである．

（１）陸軍の「特殊技術研究」の１つとして

日本陸軍の資料の中に，「殺人光線」計画

が実際に登場するようになるのは，1935 年 8

月 14 日付けで陸軍兵器局銃砲課が提出した

「特殊技術研究ノ諮問ニ関スル件」の中であ

る．ここでいう「特殊技術研究」とは，「軍

事上特殊ノ要望ニ基キ陸軍大臣ノ特ニ指定ス

ル作戦資材ニ関スル研究」である．１９)

同時に，「昭和 10年 6月陸密第 420号特殊

技術研究要領第 14 条ニ拠リ別紙研究事項ニ

関シ研究ノ上報告セラレ度依命通牒ス」（陸

密第 617号 昭和 10年 8月 15日）の「別紙」

には，研究すべき５種類の「装置」が具体的

に示されている．

科く号：怪力放射線を人体又は電気装置等に作用

せしむる装置．

科う号：電気雲により人体又は電気装置に作用し

又は爆薬を爆発せしむる装置．

科き号：怪力光線により敵を眩惑せしむる装置．

科と号：防空電気砲装置．

科かは号：高圧電気の利用により敵の通信網等を

一挙に破壊する装置．

また 1935年 10月付けに陸軍兵器局銃砲課

が作成した「特殊技術研究の決定に関する件」

では，研究事項は「特殊技術研究竝特殊技術

研究要領第 29 条ノ特秘兵器ト指定シ陸軍科

学研究所長ヲ指導官トシテ陸軍部外研究者ヲ

シテ研究セシム」と書かれており，「科く号，

科う号，科き号」の３種類の装置の研究を指

定している．２０)

また，研究事項とされている「特殊技術研

究」の目的については，「他国軍の追随を許

さざる独特の新作戦資材を考案するに在り」

と説明してある．２１）

陸軍がこの時期に開始した，「科」として
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分類された「特殊技術研究」には，前記の 3

種類に加え，以下の 11種類がある．

科かこ号：野戦に於て高圧電気の殺傷威力を攻撃

的に利用する装置，

科い号：爆薬を内燃機関ニ装シ有線操縦ヲ行フ装

置

科ふこ号：特種放流爆弾ニ依リ遠距離ノ目標ヲ爆

発スル装置

科の号：暗視装置

科は号：特殊ノ瓦斯ヲ放散シ敵ノ発動機ヲ停止セ

シムル装置

科ろ号：ロケット式（噴進式）爆弾装置

科む号：無線操縦装置

科Ａ号：現在以外の新毒名

科せ号：空中小爆弾ヲ浮遊セシメ敵飛行機ヲ破壊

スル装置

科やほ号：赤外線ノ放射ニヨリ方向維持ヲナス装

置

科かて号：鉄條網弾ヲ発射シ之ニ高圧電気ヲ通ス

ル装置

したがって，この時期に陸軍は，「殺人光

線」を含めて，「他国軍の追随を許さざる独

特の」兵器を複数，開発する計画を立てたこ

とになる．

その１つである，「怪力線」開発計画の「科

く号」については，３人の「部外研究者」を

「特殊技術研究陸軍部外研究者決定に関する

件」において，決定している（資料１）．２２）

資料１「特殊技術研究陸軍部外研究者決定に

関する件」

八木秀次（大阪帝国大学教授）

：電波ニ関スル研究，

放射線ニ関スル研究

菊池正士（大阪帝国大学教授）

：放射線ニ関スル研究

抜山大三（航空研究所所員）

：衝撃電波ニ関スル研究

この時期に「特殊技術研究」の１つとして

「怪力線」＝「殺人光線」が取り上げられた

理由について，残念ながら，同資料からは読

み解けない．その代わり，戦後に連合国側に

よって行われた技術調査報告（以下，GHQTID

報告と略す）の中では，「日本の「殺人光線」

開発は，ドイツが第一次世界大戦中に「殺人

光線」軍事研究を行ったという新聞記事をみ

つけ，参謀本部が陸軍省に 1930 年代に開発

を依頼したことに始まる」とある．また，「大

出力高周波管の開発可能性と人体へ大きな影

響を与える可能性を認識し，1936 年に開発

を決断した．」という記述もある．２３)

それゆえ，ドイツの研究が研究開始に関わ

っていることが推測できるが，そこに示され

た「新聞記事」がどの記事を指しているのか，

また，前述した八木秀次の講演と「科く号」

開発の担当者に八木を招いたことには，どの

ような関係があるのか，さらに陸軍が，1936

年に，「大出力高周波管の開発可能性」を決

断した根拠には，どのような研究成果を用い

たのかについても，不明のままである．むし

ろ，「特殊技術研究」の資料から推測できる

ことは，1936 年時点になって，多数の「特

殊技術研究」を同時に開始せざるを得なかっ

た戦略的あるいは戦術的な理由があり，「殺

人光線」計画は，その１つの選択枝とされて

いたということである．

（２）陸軍の「決戦兵器」の１つとして

1942 年 8 月 15 日には，陸軍参謀本部作戦

課が「決戦兵器考案ニ関スル作戦上ノ要望」

を出している（資料２）．２４）

要望書の作成には，田中新一（参謀本部作
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戦部長：1893-1976），服部卓四郎（参謀本部

作戦課長：1901-1960），高山信武（参謀本部

作戦課部員：1906-1987），瀬島龍三（大本営

陸軍部作戦課：1911- 2007），井本熊男（大

本営参謀本部作戦課：1903-2000）らが関わ

っていた．

資料２「決戦兵器考案ニ関スル作戦上ノ要望」

要望書の冒頭には，「世界戦争完遂ノ為

決戦兵器ノ考案ヲ要望ス」として，新たに「決

戦兵器」という用語が使われ，その目的が説

明されている．

「決戦兵器トハ決勝ヲ求ムル 兵器ノ意ニ

シテ敵ノ各種攻撃法ヲ制シ或ハ敵ヲ奇襲急襲

シテ常ニ敵ノ技術的手段ヲ凌駕シ適切ナル運

用ト相俟テ戦闘ニ於テ最後ノ勝利ヲ獲得セン

トスルモノナリ

従テ差シ当リ航空機戦車火砲等現用兵器ニ

於テ敵ニ一歩ヲ先ンズル如キ大威力ノモノヲ

考案スルコトモ極メテ緊要ニシテ之ニ対シ大

ナル努力ヲ払フベキハ固ヨリナルモ 敵ノ未

ダ企図セザル奇襲刷新兵器ヲ創案シ 現有兵

器ヲ無価値タラシメ 以テ一挙ニ勝ヲ求ムル

方策ニ関シテモ亦深ク研究ヲ要望スル次第ナ

リ 以下主トシテ後者ニ関シ統帥部ノ所期ス

ル作戦上ノ要望ヲ呈示ス」．

また，「決戦兵器」開発に向けた対策とし

て，「上述ノ如キ決戦兵器考案ノ為ニハ従来

ノ型ニ捉ハルルコトナク広ク衆智ヲ集ムルヲ

要スベク，能フ限リノ人ト金ト施設トヲ動員

シ可及的速カニ之ヲ完成スルヲ要ス 従テ単

ニ陸軍関係ノミナラズ海軍竝民間技術界ヲ大

同的ニ統合シ且之ニ為シ得ル限リノ予算ト物

竝施設ヲ興ヘ，今日ノ世界戦争ニ応ジ得シム

ルヲ要ス」と，民間および海軍の研究機関と

の協力も必要であると構想していることが見

える．

この「要望」には，「一両年以内ニ実現ヲ

要望スルモノ」として，(1)警戒装置，攻撃

兵器（特殊快速艇），(2)飛行戦車，(3)敵艦船

攻撃用攻撃兵器と防御兵器，(4)鉄道破壊，(5)

超遠距離上陸作戦のための兵器（潜水戦車，

水陸両用戦車），(6)要地防空用兵器，(7)戦意

喪失，(8)電波戦兵器の画期的改善，などが

掲げられている．

1936年当時の「科く号」（怪力線）研究が，

「怪力放射線を人体又は電気装置等に作用せ

しむる装置」という漠然とした用途であった

のに対し，1942 年の時点では，さらに目的

を具体的に絞り込んで提案されている．

例えば，前述の(6)「要地防空用兵器」お

よび(8)「電波戦兵器の画期的改善」の２つ

に，「怪力線」や「殺人光線」の計画が組み

込まれていることが分かる．

「要地防空用兵器」では，その目的が「高

速大高度飛行機ニ対シ効力ヲ期待シ得ル如ク

命中精度良好ナルモノ若ハ 必ズシモ命中セ

ズトモ有効ナル兵器ノ考案ヲ必要トス」とさ

れ，「電波若ハ光線ノ利用ニ依リ経過時間ヲ

必要トセズ従テ命中確実ナルモノヲ考案シ飛

行機用発動機ノ一部 例ヘバ電気系統等ニ故

障ヲ生起セシム」とされた．つまり，「高速

大高度飛行機」の発動機内の電気系統に電波

あるいは光線によって故障を発生させようと

いう考案である．一方，「電波戦兵器ノ画期

的改善」では，その目的の１つに，「強力電

波の遠距離放射により，敵の無線通信機を攪

乱」と説明されている．

参謀本部が提出した，この「決戦兵器考案

ニ関スル作戦上ノ要望」のすべてが取り上げ

られたという証拠はないが，結果としては，
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「殺人光線」＝「怪力線」に相当する装置は，

戦況の悪化が明らかになった 1943 年以降，

登戸研究所で再び積極的に取り組まれるよう

になった．２５）

やがて戦争が苛烈を極めた 1945 年 3 月に

は，登戸研究所は，長野県の 5箇所に分室が

作られ，そこに疎開した．その１つである北

安分室では，「強力超短波ノ基礎研究」が行

われることになった．２６）

敗戦後に連合国側が調査した登戸研究所の

活動内容調査によれば，「く号」では，(1)超

短波の発振，(2)超短波によるエンジン停止

の実験とそのシールド，(3)超短波の生体へ

の影響，(4)人工雷，(5)超短波の化学作用，(6)

生物に与える生理現象，などの研究が行われ

た（後述，５－（２））．

（３）海軍による「画期的兵器」として

海軍が初めて「殺人光線」に関わる研究計

画を立案した時期は 1942年 3月である．２７）

計画立案のきっかけとなった会議に立ち会

った水間正一郎（海軍技師：1912-81）の手

記『私のあゆみ』によれば，ミッドウエー海

戦（1942年 6月 5-7日）後に，呉・柱島基地

に帰還後，戦艦に搭載した電探の評価を「電

波探信儀成果会議」（時期推定，6 月 10-25

日頃）で行った．その会議後に，連合艦隊司

令長官の山本五十六が「通常兵器では１年も

もたない」，「画期的な兵器を開発してくれ」

という意味のことを説いたという．次の朝，

軍令部員（人物不明）の一人が，「伊藤君

何かあるかね」と質問し，伊藤庸二（前出）

は「原子力の応用と大電力マイクロ波による

殺人光線の可能性」と答え，やがて軍令部よ

り正式の命令書が届いていた（資料として確

認できる命令書は，1942 年 9 月発令「Ｚ装

置研究実験の件訓令」のみ）．

水間によれば，軍令部によるＺ兵器開発の

命令については，艦政本部や海軍技術研究所

に「反対」の声があったという．２８）

技術士官としてこの計画の責任を負ってい

た伊藤庸二の回顧録（「強力電波の始末記」）

によれば，「本研究を強引に推し進めようと

日本海軍が企画し，決意したその責任の大部

分は著者にあった」，「電子技術の趨勢から

推せば，本研究は磁電管の当然歩む可き道を

歩んだことになるのであり，怪しむに足らな

い．之は何人も認めるところであろう．」と

述べている．２９）

海軍のこの「Ｚ装置」の開発計画において

も，計画立案時点（1942 年）での構想（「画

期的兵器」）と，その後の戦況の変化後（1944

年）の構想（例えば，「B29 対策兵器」）には

変化が見られる．この点は陸軍と同様の変化

（「戦況挽回兵器」への転換）とみることも

できる．３０）

（４）海軍の「新着想」兵器として

海軍上層部が「殺人光線」にどのような期

待をしていたかを知る資料として，1943 年 6

月に開催された海軍科学技術審議会で示され

た「諮問事項」がある．1943 年 6 月 8 日に

開催された海軍科学技術審議会第 1回連合小

委員会の第一小委員会で，合計 20 項目の諮

問事項が示されている．その中の１つに，「用

兵的要求及新着想ニ対シ緊急ニ之ガ能否ヲ判

定シ研究方針ヲ得ントスルモノ」があり，次

のような事例が示されている．

二：「敵機搭乗員ヲ一時盲目ニセシムル方法（特

殊光線，電磁波等）」

四：「電磁波応用範囲ノ拡大（説明）敵飛行機撃

墜或は敵魚雷撃破ノ可能性アリヤ」

この第一小委員会の委員長は長岡半太郎

で，委員として，研究の第一線で活躍してい

る本多光太郎，木村正路，箕原勉（海軍），

寺沢寛一，八木秀次，谷村豊太郎，藤原咲平，

西健，抜山平一，堀岡正家に加えて，海軍の

「画期的兵器」に関わった伊藤庸二も参加し

ている．３１）

こうした会議録から，1943 年 6 月ころに

は，海軍上層部でも，「電磁波応用」による

「敵飛行機撃墜」に強い関心を持つようにな
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り，その実現可能性について学者らに諮問し

ていることが分かる．

（５）最高戦争指導会議の「新兵器」要求

1944 年 8 月になると，さらに「新兵器委

員会設置要綱」（1944 年 8 月 13 日）が策定

され，新たに「新兵器委員会」が設置された．

資料３「陸海軍技術運用委員会新兵器説明日程表」

「最高戦争指導部ノ要請ニ基キ科学技術ノ

總力ヲ動員結集シ超短期間ニ新兵器ヲ創成ス

ルコトヲ目的トシ最高戦争指導会議ノ下ニ新

兵器委員会ヲ設置セントス」．３２）

ただし，ここで示された「新兵器」の中に

は，(1)ふ号，(2)磁探及磁気爆雷，(3)「まる

ケ」，(4)回天及 SS 金物，の４種類のみ書か

れ，陸軍および海軍がそれぞれ独自に開発を

進めている「殺人光線」は含まれていない（資

料３）．３３）

５．戦時中の「殺人光線」開発の到達点

敗戦後，連合国側によって，戦時中の「特

殊兵器」あるいは「新兵器」に関する本格的

な調査が実施された．こうした調査について

はすでに多くの分析が行われているが，以下

では「殺人光線」に限定して，連合国側が日

本の「殺人光線」開発の到達点をどのように

見ていたのかについて，まとめてみたい．

（１）コンプトン調査団報告

敗戦直後の 1945 年 9 月から行われた，い

わゆる「コンプトン調査団」による調査では，

陸軍のみが「殺人光線」計画を持っており，

海軍が島田実験所で行っていた取り組みは

「マグネトロンの開発」と「A 装置研究」で

あって「殺人光線」とは判断しなかった．３４）

陸軍の「殺人光線」の開発については，「こ

れまでより何倍もの出力のある真空管が開発

途中であり，これに成功すれば，10 メート

ル｛波｝で 1キロメートル先のウサギを殺傷

できると見積もられていた」という．｛ ｝

は引用者の補足．

一方，「この開発では，飛行機の乗員に深

刻な脅威や他の軍事利用を示すことはなかっ

た．類似の技術でガソリンエンジンを停止さ

せたことはあっても，この計画は実現不可能

であるとして放棄された」と説明している．

ただし，実現不可能と評価しながらも，「将

来，連合国のレーダー研究の中で高出力極超

短波の発振器が開発されれば，5 から 10 マ

イル先の無防備な人間を殺傷する殺人光線は

可能であろう．日本の実験が殺人光線の確か

な指標となっている」との記述があることか

ら，将来の兵器としての「殺人光線」の可能

性には含みを持たせた評価をしていると読み

取れる．３５） こうした将来性への関心から，

以下の調査報告が作成されたと考えることが

可能である．

（２）GHQTID報告

コンプトン調査団から 4年後に，新たな形

で，主として日本陸軍の「殺人光線」開発に

ついての再度の調査が行われている．３６）

1949 年 6 月に作成された調査報告では，

「殺人光線」（Death Ray）という表現に代わ

って，「高周波電波兵器」（High-Frequency

Electric Wave Weapons）という表現が用いら

れ，陸軍が実施した取り組みについて，詳細

に調査を行い，報告書としてまとめている．

何らかの理由で，アメリカ軍が，戦時中の日

本の「殺人光線」計画の研究資料に関心を持
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ったことが，調査の動機にあるものと推測で

きる．ただし，その直接の証拠となる記述は

見つけられなかった．

コンプトン調査団の報告において，「殺人

光線」の可能性に含みを持たせた前述の報告

が，こうした再調査につながったと見ること

もできそうである．

以下，この資料の概要をまとめてみたい．

資料には陸軍登戸研究所において実施され

た研究項目の詳細が書かれている．その年次

別進行の概要を，次頁に「資料４」として掲

示した．

その中で，「殺人光線」に関連する基礎研

究と思われる５項目について，コンプトン調

査団報告の資料も部分的に利用して，以下の

ように整理してみた．

①超短波の発振

研究の結果，終戦時点で，以下の機器を開

発するに至った．超短波のフォーカスについ

ては，1944 年に反射鏡の電場分布が細かく

調査された結果，パラボラ反射鏡（直径 10 m）

が完成．３７） 高出力マグネトロン管（波長 80

cm）．波長 10cm 以下の電磁波を発振できる

マグネトロン（ピーク出力 1 kW）．

ただし，陸軍で用いられた超短波マグネト

ロンの一部（波長 10cm～ 20cm，出力 1kW）

は海軍の伊藤庸二大佐が設計したものと報告

されている．３８）

②内燃機関エンジンの停止・遮蔽（機関に対

する効果）

実験により，内部燃焼エンジンは覆われて

いるため，共鳴によって影響を与えることは

不可能であることが証明され，研究は 1940

年に一旦中止された．３９） しかし，1942 年

に再び登戸研究所で研究が開始された．この

研究では，内部燃焼エンジンを停止させるよ

りも，それの遮蔽に重きが置かれていたよう

だ．自動車のエンジン停止の研究を行い，1943

年には不完全な遮蔽のエンジンであると，超

短波で簡単に停止できることが分かった．

1944 年には，飛行機エンジンは遮蔽が良く

されているため，停止させられなかった．1945

年には，エンジンカバーの間隙を通過する電

波の影響が調査された．４０）

また遮蔽の研究は，通信関係からも行われ

た．内部燃焼エンジンの点火時発火や発電機

の整流子発火などにより引き起こされる減衰

波が，超高周波通信と干渉することは以前か

ら知られていた．これを防ぐための防御装置

が研究された．４１）

③超短波の動物（生物）への影響

1930 年代初期，ドイツで短波を用いた高

周波温熱治療（ジアテルミー：Diathermie）

が利用され，1930 年代半ばには日本でも日

本無線から超短波治療器が売り出されてい

た．アメリカでは医師によって，照射量とジ

アテルミーの効果が検討され，ジアテルミー

の効果を熱とするものと，それとは別に，急

性消炎患者への治療例から，熱効果とは異な

る効果が存在するとの主張もあった．４２）

以上の背景から，超短波の生体への影響は，

当事の学者の関心の的であり，日本の陸軍に

おいても，「く号」計画の枠内でも研究が行

われた．

まず，動物を殺すために，どれくらいの出

力，時間，状態が必要か，コンデンサ板の電

場間に動物を置いて，波長 1 ～ 3m，出力数

10kW 程度のマイクロ波をかけて実験した．

実験動物に吸収される出力の正確な量を測

定するのは困難で，定量的な結果は得られな

かった．それでも，(1)場が強いほど動物は

早く死ぬこと，(2)動物が歩行困難を生じた

時点で取り出すと数時間後には回復し，これ

を繰り返すと回復は早くなること，(3)動物

が呼吸困難までに至ると回復しないこと，が

分かった．４３）

さらに，1941 年から 1943 年にかけて，よ

り短い波長 20cm から 180cm を用いた実験が

行なわれた．その結果，(1)波長が短いと，

出力が小さくても動物は死ぬこと，(2)死に

至る出力は動物によって異なること，(3)波

長が短いほど，動物の体温上昇は少なくなり，
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資料４「陸軍登戸研究所における研究プロジェクト概要」（『GHQTID報告』pp.15-18）

期間 研究項目 使用された発振器 特記事項 人員 人員数

1937年 共振効果によるエンジン停止 λ = 3ｍ
P = 1kW

1938年 同上 λ = 3m 登戸実験場長：草場 30人
P = 10kW 季喜少佐

1939年 波長3mとそれ以上の波長を用 λ = 3 m 兎を使用 登戸出張所所長：篠 30人
いて，生物への影響を分析 三極真空管LD22 田鐐中佐．その他，

笹田博士・佐竹少佐

・渡辺中佐が従事．

1940年 コンデンサ板の間の電場が生 λ = 1m，k kW エンジン停止の実
ﾏﾏ

物に及ぼす生理的効果を決定 = 2m 験を中止（よい結

するための実験実施 = 3m, 10kW 果が得られなかっ

三極真空管 たため）

1941年 楕円面をアンテナと共に用い λ = 1.6 m 楕円面の焦点距離 陸軍第九技術研究所 10人
て，兎を焦点に配置 = 1.3 m は1.2m と改名．所長：篠田 （第1科

= 1.0m, 1 k 2 鐐少将．第１科責任 全体）
ﾏﾏ

= 0.8 m 者：畑中佐（超短波

= 0.6 m 研究・風船爆弾）笹

= 0.4 m 田博士

同上 同上 同上 伊藤大佐（海軍）

特殊発振器を用いた λ =0.2m，1 kW が設計

=0.1m
（マグネトロン）

1942年 同上 同上 犬と猿を実験に使

用

1943年 超短波放射により10mの距離 λ=1.0 m，30 kW
にある小動物を殺す実験が行 =0.8m，20kW
われた （マグネトロン）

1944年 同上 λ = 1.0 m, 50 kW 12月：所長： 超短波

超短波を30mの距離でfocusing = 0.8 m, 30 kW 篠田鐐中将 ：15人
することにより実験 = 0.4 m, 30 kW 第1科責任者： 風船爆

（マグネトロン） 草場季喜少将 弾

（超短波研究・風船 ：50人
爆弾）

1945年 発振器のデザインおよび製造 終戦時の結果： 8月：所長： 超短波

入力ピーク 篠田鐐中将 ：100人
超短波の焦点調節および遮蔽 0.8m, 1.5kW 北安支部責任者：

16分割マグネトロ 草場季喜少将

ン（demountable） 超短波：

：直径10mの鏡 10 オオツキ少佐

個を同じ点でfocus （基礎研究）

しなければならな タケダ少佐

かった （projector研究）
笹田博士

（value and effect）
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波長 60cm 以下では体温はほとんどかわらな

いこと，が観測された．また，波長 2m から

60cm のマイクロ波は，肺の出血（pulmonary

hemorrhage）を引き起こし，波長 60cm 以下

のマイクロ波は脳細胞を破壊する，と報告さ

れた．４４)

1942 年ごろからは，動物が熱のために死

ぬのか，それともマイクロ波の特殊な生理的

現象で死ぬのかを判断するため，病理的・生

理的影響の調査を開始した．動物が死ぬのは，

体温の上昇による熱効果のためだという議論

が多かった．しかし，内臓解剖では電磁波特

有の現象も見られると報告され，結局，死因

を断定することはできなかった．４５）

1943 ～ 44 年に，動物を用いた病理学的研

究が行われた．動物をさまざまな周波数の電

場において実験し，動物が死んだ場合は，東

北大学の松岡茂助教授（1903-?）のところに

送られ調査された．病理学的実験から導かれ

る結論は，生理学的実験から得られた結論と

異なることが普通であった．いずれにしろ，

動物を死に至らしめるのは，(1)脳内動脈の

収縮，(2)動脈収縮によって生じる様々な流

血（特に大脳の内部で顕著），(3)神経細胞の

特殊な変化や，急性病理変質，(4)肺の出血，

の現象にある，と認識された．４６）

④人工雷の研究

人工雷によって飛行機を撃ち落とす可能性

も探られた．1940 年には，高速空気流によ

って運ばれる帯電粒子（powder）による人工

雷が研究された．1941 年には約 50 種類の様

々な粒子を用いて研究が継続された．1942

年には，これらの帯電粒子を伝導性物質の容

器に吹き入れると，強力な放電が起きた．し

かしこの方法を用いて，実験室外で同様な強

力放電を起こすことは不可能であることが判

明し，研究は諦められた．４７）

この他，登戸研究所の非常勤の民間研究員

だった浅見義弘博士と片山辰雄は，超高周波

放電について，分光学的方法による研究を北

海道大学工学部で，日本学術振興会第一委員

会第四小委員会の研究プロジェクトとして行

った．４８） これは大気中での気体放電に関す

る研究であって，直接「殺人光線」に結びつ

くものではない．

⑤化学的効果（化学作用に関する実験）

超短波が航空燃料に対して化学的変化を与

えるかどうかも調査された．1940 年には，

極超短波による発火放電で硝酸を合成する研

究が行われた．同様の方法で，1941 年には

潤滑剤の粘度の改良，1942 年にはアセチレ

ンの誘導物質が研究された．1945 年には強

力電磁場内での化学的影響の研究が試みられ

ていた．４９）

６．「殺人光線」開発に関わる評価

第二次大戦期に，日本の「強力電波兵器」

研究は，陸軍第九技術研究所（通称：登戸研

究所）の「く号」研究，および第二海軍技術

廠島田実験所で行った「Z 研究」，これら 2

系統で，ほぼ独立した形で行われた．

両者の研究は共に，大出力の電波を利用し

対象物を攻撃する（飛行機の搭乗員を死傷さ

せる，あるいは飛行機のエンジンを故障させ

る等）という，いわゆる「殺人光線」を目標

に計画が進められたが，共に実用化には至ら

ず，基礎研究の段階に終わっていたことが本

論考において，改めて確認できた．

陸海軍での違いに注目すると，陸軍は高周

波電磁波の生物への影響（医学）を中心に研

究したのに対し，海軍ではマグネトロンによ

る強力超短波の発振（物理）に重きが置かれ

た．つまり生物の病理学的効果を調査した陸

軍の研究は，超短波の熱効果もさることなが

ら，非熱効果の方にも強い興味を持ったよう

である．その一方，海軍では，兵器としての

マイクロ波による高出力化の研究に関心があ

った．

この相違は，奇襲兵器を扱っていた登戸研

究所と，空洞マグネトロン開発から出発した

島田実験所との違いから来ている．一方，超

短波の研究からみると，終戦まで，陸軍は出
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力の増大へ，海軍は波長の短縮へと，異なっ

た道を歩んだともいえる．５０）

「殺人光線」計画は，同時期のイギリスや

ドイツでも構想・実施はされたが，結果とし

ては，日本の陸海軍の方が，比較的大規模に

しかも継続的に推進したことになる．戦時中

においても科学者（例えば菊地正士）からは

その実現性を疑われていたにも関わらず，な

ぜ，陸軍と海軍の双方で，継続的に敗戦まで

研究が続けられたのであろうか．

軍戦備計画・軍事思想という視点から陸海

軍の「秘密兵器」の意味を論じた山田朗は，

日本軍（陸軍）の兵器機械化の遅れ，近代化

の遅れを，精神的優位性で補うという用兵思

想があったとしている．また，軍戦備計画の

基本路線ともなるこの用兵思想には，少数精

鋭，歩兵中心，攻勢主義があり，(1)兵器は

補助手段，(2)兵器開発は経費節減が前提，(3)

兵器開発は奇策を重視するという特徴があっ

たと指摘する．５１） 著者らは日本の「殺人光

線」計画の背景にも，こうした用兵思想があ

ったと判断したい．

その上で，以下のように補足したい．本論

で紹介した，陸軍の「決戦兵器」には，奇襲

・急襲により敵の兵器を凌駕できる兵器，相

手がまだ考案していない兵器，現有兵器を無

価値とする兵器，一挙に勝利を得られる兵器，

という奇策を重視した「質的な」方針は示さ

れている．その一方で，効果的な配備のため

の「量的な」確保に向けた生産技術について

の見通しは示されていない．また，高度な新

兵器開発は要求しながらも，開発を短期間に

実施することを前提としている．こうした点

も，この時期の「決戦兵器」等の開発に見ら

れる特徴といえる．

敵側と同水準の兵器を，同量だけ準備する

ことが，通常の対応であるとすれば，日本は，

資源不足などから，航空機の増産や，航空機

技術の水準では格差を付けられたという弱み

がある．技術水準の確保，増産体制への転換

という手段を取ることが困難であるという弱

みの克服として，相手が予想していないよう

な兵器を短期間で開発することが，対抗する

唯一の手法となっており，これが戦争後半に

おける軍戦備計画の方向に反映されていると

みることができる．こうしたことも，上記の

日本独特の用兵思想に起因するものと考えて

良いだろう．

今日からみれば突飛な「秘密兵器」開発で

はあっても，こうした日本の用兵思想を前提

に考えると，「殺人光線」計画登場の日本な

らではの必然性が理解できるのではないだろ

うか．

本稿は，著者の一人（永瀬）がアメリカ公文書館

で入手した GHQTID 報告の分析結果（一部は2008

年提出の博士論文で発表）と，もう一人（河村）が

東工大で開催された「火曜日ゼミ」で発表（2013年 11

月 26 日）した内容とを中心にして，日本陸海軍に

おける「強力電波兵器」計画，「殺人光線」計画に

ついて，1930 年代から戦時期の系譜をたどった共

著論文である．
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